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　　　C-3　４用t 験にお11§セータ- 力材料的，衛生的採討
　　　　　　大阪市大生活科挙　○古野干可美　弓削渚

〔目的漑服き,人体一mi一項境系とし７とらえ, 喬堰り環境下で. 材贋の冥なるセー

9 ーき用･四羞用実厘き行なった。I用時の釦り種々に変化しべれぞ札の濠什下

ブセ-ターき材料昨衛生的に腫討じ同時に叔服の伏適僅も息求いうと試研た。

凶渕このB的のた的同一濠什で作成された粍／¥亀勺ワリルλ|,・%･aサ･- セ- タ

ー｡t .攻の条件下で着ff)丸験乏行な■>rz 。

①　2S± I "c, S)1 ら7oR.H の環境で椅生安帑.歩行心力作
く2)28ヱI "c，go±ぢλR川の瑕境で焚忿令静. 歩行の動作

(D 2にに, μ5%g, 円の環境で，漱しい退動

以,よそれぞ札の^用賓験転皮膚表面進度｡. 釧哺溜息‥衣服n湿度. 衣服表面進

度■衣服表面遥度, 脈拍，を↑量, 心理反発等り僕した。ま尺,4 用実馳こ私べ

材科の特性の測定も行なバミ。

㈲剰巾低湿,椅生安静時,埓毛,び恨適と感じられいr. ill;!̂ 畷境下Tは聊イ恢適に

な') ■tiしい運動で発灯び激しくなどと，再ダ｢¥毛ぶ恨逢り

(5)すべI の^用実験ぞ了ワり叫. 衣服恍達匯の評ｲ面が悪りしh .(3)材哺・itいI?.
皮膚表a湿度* '以服内温度。衣服P3湿度によりA きく影響きTLぼした。(･･)粍の場合

吸水性がすぐれマ[) るため，か量の発肘が生じマも，^服内理遠,事倫く保たれ1 ＼'>だ
　As激しい運師では. '¥亀，繊ブ7 り･りしか恥こ発河量が｀ﾀい。5:瓦. 脈拍の力い
?llもこ札と同ロr あ･J, 衣服内遥度の高･ヽ検とも同口7" あっn.。

C－4 衣服環希々べふかi徊・最卜南響/でフ･1 z 弓一声卒
　　　　　神戸大赦育　　邱垣和子

　目畔殯沸り:苓勧艮の最i本質的タ訓μある気破調節･･り斡"、最欠の牟因-z'馮
ろ衣服禄塩力/・/笏り芦験政績バヽや八が、先和或人女子の裸牛的釧艮。保求かぺ

フき登の濾定/栄立っぺヽぺ実験之試みr<^。如襟有農坤/ベケるフ）ウス｡の油の最丁

/心ゐ橡猛力のゑい/-フいx実験町ﾃ^・若ヂ。涙績を得たのど報をずる。

　方ま　実験^メ､Ｊ二気候1:刎jIf冲央ﾉ乙事身｡尺鋼咎模型人挙k刻片位k i、とれn供

佩衣服^鳥脚^け、中暑気温、ﾀﾉ貳罵屑しの螺命・4 iK萌葱鬘伍瓦斯^鋼・・^/

ンタン名電対ぺよI) . みA ・･衣翠､り憬幕力ゑ朔えし尺。

　辞表　^膨呼即表面お覚みi、有屍手長幼心^泌和孝・げ:､ﾀ・A 八μ貧^うタ≪K々

べId£μヽ上一鱗却以外・手糸（加ゐi溥''、無風疹Kt>ﾋし覆高吟に吋5加弓雀り
達。ヽ'よる深長蝋果･よみ多れな・い･・ラ無海を浮^。


